
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 誘われてもついて行かない 

  

  犯人は、さりげなく子どもに近づき、 

   「お菓子買ってあげようか。」 

   「ちょっと、お手伝いしてくれないかな。」 

   「お母さんが事故に遭った。車に乗って。」 

 等と言葉巧みに誘います。 

  知っている人でも知らない人でも、 

  ・ 家族に黙ってついて行かない。 

  ・ 車には絶対に乗らない。 

 ことを指導し、誘われたら 

  「お家の人に聞いてきます。」 

  「困っているなら大人の人を呼んできます。」 

 とはっきりと断り、その場を離れましょう。 

③ 大きな声で助けを呼ぶ 

逃げる 
 
 怖いときや助けて欲しいときは 

 ・ 大声で「助けて」と叫ぶ。 

  （近くにいる大人に助けを求める。） 

 ・ 防犯ブザーや笛を吹鳴する。 

  （防犯ブザーや笛はいつでも手の届く所に持ち、 

   使用可能であるかを点検しましょう。) 

 ・ 走って逃げる。 
 

 子どもに大声を出されたり、防犯ブザーを吹鳴 

されたことで、犯行を断念した犯人も多くいます。 

 

 

  

 

 自宅で留守番時のルールを決めましょう。 

 

 ・ 訪問者が来てもドアは開けない。 

 ・ 知らない番号の電話にはでない。 

 槇 他の家の連絡先などを聞かれ 

  ても、教えない。 

 

 万一に備え、必ず家族の連絡先（親の勤務先、携 

帯電話番号など）をわかるようにしておきましょう。 

 

 

  

埼玉県警察 防犯指導班ひまわり 
県警マスコット「ポポ美ちゃん」 

 

 外出するときは、必ず家の人に 

  誰と、どこで、何時まで、何をするのか 

を話してから出掛けるように、習慣づけましょう。 

 

 また、家の人が不在のときには 

  ・ 行先などメモに残す。 

  ・ 親に電話連絡する。 

など、黙って出かけることの無 

いようにしましょう。 

  

 お子さんの遊び場を把握しておきましょう。 

④ 誰とどこで何時まで 

何をするのか家の人に話す 

子どもの防犯 ワンポイントアドバイス 

 ① 一人にならない 

            犯人は一人でいる子どもを狙います。 

       周囲に気づかれず、容易に近づき 

      連れ去ったりできるからです。 

 

                一人でいると声をかけられやすく、も  

      し何か起きても助けてもらえないので、 

      一人にならないよう指導しましょう。 
 

・ 友達と一緒に遊ぶ。一人で遊ばない。 

・ 出かけた時には、保護者から離れない。  

・ 下校時は一人になりやすいので、時折後ろを 

 振り返る等、警戒する。 

 

⑤ 留守番をしているとき 
 

⑥ 公共トイレや 

  エレベーターでは 
 
        

         公共トイレやエレベーターは 

        密室であり、盗撮やわいせつ等 

        の犯罪に遭いやすい場所でもあ 

        ります。 

 

   ・ 公共トイレに一人で行かない。 

   ・ エレベーター内では、ボタンを押せる位置   

    に立ち、危険を感じたらすぐに降りましょう。 



 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩ 地域の力で守る！ 

埼玉県警察公式 YouTubeにて子どもの安全動画を公開中！ 

●みんなを守る４つの約束～防犯教室編～ 

●だいじなからだ～プライベートゾーン～ 

 

 怖い目に遭ったときや困ったときには、 

近くの大人に助けを求め、110番通報や自宅への 

連絡をお願いすることを子どもに教えましょう。 
 

 子どもと一緒に街を歩き 

 避難場所として 

・ コンビニエンスストア 

・ ガソリンスタンド 

・ 子ども 110番の家(店) 

などがあることを教えましょう。 

 

⑧ 話しやすい家庭環境を 

          

         恥ずかしさや恐怖、親から怒ら    

        れるかもしれないという思いか 

        ら被害に遭ったことを家族に話  

        せない子どもも、中にはいます。 
 

  

 「危険な目に遭ったら必ず話してね。」  

 「胸やお尻など身体を触ってくる人がいたら 

 教えてね。」と、犯罪被害を防ぐためにも、家庭 

 でのコミュニケーションを大事にし、何でも話し 

 合える関係を築きましょう。 
 

⑨ 親子で練習！ 
 

  万一に備えて、「あなたなら、こんなときはどうするの？」と 

 お子さんと一緒に、対応策を考え実践してみましょう。 
 

  親が不審者役になり 

 槇 子どもに声を掛け誘ってみる  → はっきり「行きません。お家の人に聞いてみます。」と断れるか。 

 槇 適切な安全圏を保てるか    → 近づいたら離れることができるか。 

 槇 子どもの手を掴み引っ張る   → 大きな声がだせるか、防犯ブザーがひけるか。 

 槇 ランドセルに手をかけ引っ張る → ランドセルを脱ぎ捨て全力で逃げられるか。 

 等、お子さんと一緒に練習してみましょう。 

  「自分の命は自分で守ることの大切さ」を伝え、万一の際には危険から回避できる能力を高めましょう。 

⑦ 助けを求める場

所 

 

子どもの下校時間に合わせた保護者の皆様の 

  「見守り活動」へのご協力をお願い致します。 
地域住民の熱い視線や積極的な行動が子どもを守る第一歩です。 

  

 みんなは、お出かけするときにお家のひとから離れていませんか？

連れ去り被害防止について、お子さんでも分かるように「人形劇」で

説明しています。 

 「じぶんのからだ」の大事なところってどこだろう？ 

幼児が性犯罪被害に遭わないために、「じぶんのからだ」の大事な

ところについて分かりやすく説明しています。 
 


